
【令和８年度 夏季プログラム受講生募集案内】
《開催場所》 熊本大学会場 黒髪北キャンパス（全学教育棟）

高大連携推進プロジェクト

申込締め切り：７月13日（月）

【問合せ先】熊本大学入試課（次世代教育推進（高大連携）担当）
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坂本将基　教育学部　教授

古場　一　理学部　教授

植田光晴　医学部医学科　教授

がんとともに生きる力を支えるー患者の力を引き出す生活マネジメントー

国府浩子　医学部保健学科　教授

「がん」という病気をミクロの世界から考察してみる

菰原義弘　医学部医学科　教授

見えない世界を電気とコンピュータでのぞいてみる

長名保範　工学部・情報融合学環　准教授

心と体のはなし

《令和8年度　夏季プログラム時間割》

ジェンダー不平等社会を斜めから見る―ジェンダーのコミュニケーション学入門

７月２５日
（土）

会社は従業員をクビにできる？できない？

中内　哲　法学部　教授

平野順也　共創学環　教授
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気象病をみる　〜こころとからだと空模様〜

倉内祐樹　薬学部　准教授
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生成AIは言葉を理解しているのか ― 生成AIを支える数学 ―
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つくられる「魔女」とシェイクスピア
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なぜシャボン玉は割れるのか？―実験と数理モデルで解き明かす―

脳・神経の病気と治療法の進歩



7月25日（土） 10:30-12:00 【薬学部】倉内 祐樹 先生

テーマ ： 気象病をみる 〜こころとからだと空模様〜

“天気が悪いとなんとなく調子が良くない”と感じたことはありませんか？近年、気象変化によっ
て痛みやうつ症状、不安症状が出現・悪化する『気象病』が知られるようになってきました。しか
し意外なことに、刻々と気象が変動している最中に、私たちの体の中で何が起こっているのかは
よくわかっていません。この講義では、薬学部で私たちが取り組んでいる気象病研究の最前線を
紹介します。

全国トップクラスの抹茶生産量を誇る、愛知県西尾市出身。他者との関係で成り立つ社会適応メ
カニズムや、こころとからだの状態を専門に研究しています。さまざまな生体反応をリアルタイム
に測定する手法や、ヒトと実験動物のギャップを埋めるモデル系の開発などを通して、ストレスが
原因となる社会問題の解決を目指しています。

内 容 ：

講師紹介 ：

関連教科・キーワード ： 生物、物理、化学、地学、数学、倫理、保健

高大連携推進プロジェクト

7月25日（土）  13:00-14:30 【文学部】松岡 浩史 先生

テーマ ： つくられる「魔女」とシェイクスピア

15世紀の末、時のローマ教皇インノケンティウス8世の教皇勅書により、ヨーロッパのキリスト教
社会は「魔女(witch)」の概念を大転換させました。「魔女」は教会法上どのような存在であり、
神学の上でどのような能力を持つとされていたのか？今日の娯楽産業でもしばしば登場する魔
女のイメージはどのようなプロセスを経て形成されてきたのか、その源流と文学作品への影響を
講義します。

初期近代イギリスの演劇（特にシェイクスピア）とその社会・文化的背景（特にルネサンス魔術）
を研究しています。大学生時代に1年間ロンドンに遊学。勉強はせずお芝居ばかり観ていました。
拗（こじ）らせて現在に至ります。家族が寝静まった夜中に静かに魔術書（コルネリウス・アグリッ
パの本など）を読むと心が安らぎます。

内 容 ：

講師紹介 ：

2-1

7月25日（土） 10:30-12:00 【共創学環】平野 順也 先生

テーマ ：ジェンダー不平等社会を斜めから見る―ジェンダーのコミュニケーション学入門

「ジェンダー平等」が謳われる社会ですが、未だに差別的な考え、表現、イメージに溢れています。
たとえば「レディース・セット」はあるのに、「ジェントルマンズ・セット」が存在しないのは何故？
サッカー日本代表も、男子は武士の「サムライ」ブルーなのに、女子は花の「なでしこ」ジャパンな
のはどうして？本授業では、隠れるように存在するいくつかの事例に着目し、それらの問題、理由
などを一緒に考えてみましょう。

兵庫県赤穂市出身。趣味：音楽、映画、小説。コミュニケーション（特にレトリック）研究に従事。コ
ミュニケーションは「ことば」の学問です。「ことば」は、社会問題を解決に導くこともできれば、悪
用されると問題を生み出す場合もあります。「ことば」は人を感動させることもあれば、傷つけるこ
ともできます。“天邪鬼”な「ことば」に興味があるのです。

内 容 ：

講師紹介 ：

1-2

《 講義内容 7/25（土）》

1-1

関連教科・キーワード ： 英文学、世界史、英語

関連教科・キーワード ： コミュニケーション、ジェンダー、レトリック



7月25日（土）  13:00-14:30 【情報融合学環】 久保田 真一郎 先生

テーマ ： 生成AIは言葉を理解しているのか ― 生成AIを支える数学 ―

生成AIは言葉を理解しているのでしょうか。どんな計算をしているのでしょうか。本講義では、
生成AIを題材に、言葉を数字として扱う仕組みを体験的に考えます。生成AIの裏側にある
データサイエンスや数学の考え方に触れながら、大学で学ぶ数学やAI技術とのつながりを紹
介します。

情報通信技術を用いて学習活動そのものやそのプロセスを効率良くし、効果的にするための
仕組みを研究しています。学習活動やそのプロセス全体をデータとして可視化し、数理的に分
析・評価することで、データ駆動型で一歩先を行く、質の高い学習体験の実現を目指していま
す。

内 容 ：

講師紹介 ：

2-2

高大連携推進プロジェクト

《 講義内容 7/25（土）》

7月25日（土）  14:45-16:15 【法学部】 中内 哲 先生

テーマ ： 会社は従業員をクビにできる？できない？

皆さんのご家族が出勤したら上司から突然、「君は、明日からもう会社へ来なくていい。クビ
だ」と告げられた！テレビドラマや映画の1シーンではなく、現実に起こりうる事態なんです。①
そもそも会社の上司（法律上の「使用者」）は、ご家族（法律上は「労働者」）の人生を踏みに
じる上記の一言、口にできるの？②かりに告げることができるなら、言われた労働者は、泣き
寝入るしかないの？③かりに対抗できるとしたら、何を・どうすれば？を解説します。

57年の人生のうち、九州島内で過ごす時間は35年を超えましたが、生まれは広島県尾道市、
最も多感な高校・大学時代は大阪と神戸で暮らしました。父の頻繁な転勤のせいで「労働法
学」へ踏み込んだのか？う～ん、それだけではないです。労使紛争を解決するための特別な行
政機関の仕事にも携わっています（中央労働委員会西日本区域地方調整委員（公益委員））。

内 容 ：

講師紹介 ：

3

2日目（7/26（日））は
次ページへ →

関連教科・キーワード ： 公共、労働者と使用者、権利と義務、濫用禁止

関連教科・キーワード ： 数学・情報・物理



7月26日（日）  10:30-12:00 【理学部】 古場 一 先生

テーマ ： なぜシャボン玉は割れるのか？―実験と数理モデルで解き明かす―

空中に浮かぶシャボン玉や針金に張られたシャボン膜は、時間がたつとやがて割れてしまう。
また、シャボン膜を張った針金の輪に息を吹きかけると、丸いシャボン玉ができることもあれ
ば、途中で膜が破れてしまうこともある。では、シャボン玉やシャボン膜はなぜ割れるのだろう
か。本講義では、簡単な実験とある物理量に着目した理論的考察を通してその原因を探る。
また、その考察に必要な初等的な数理モデリングの考え方についても紹介する。

大学では純粋数学を学び、大学院では、現象を数式で解明する数理科学に興味を持ち、大
気や海洋の流れを支配する地球流体方程式を研究しました。現在は、シャボン玉の膜の中で
起こる流れを研究しています。大気や海からシャボン玉まで、研究対象は変わりましたが、結
局は数学です。最近はAIの活用に興味を持ち、試行錯誤しています。

内 容 ：

講師紹介 ：

1-1

高大連携推進プロジェクト

7月26日（日） 13:00-14:30 【医学部 医学科】菰原 義弘 先生

テーマ ： 「がん」という病気をミクロの世界から考察してみる

日本人の2人に1人は生涯のうちに一度は「がん」に罹患するといわれています。「がん」は死
に至る病気ではありますが、実際には多くの患者さんが治療で治っています。演者は、「病理
医」という顕微鏡で病気を診る仕事に関わっています。その一端を紹介しながら、「がん」という
病気を考察してみましょう。「がん」の予防や治療法なども分かりやすく紹介します。

熊本大学医学部医学科を卒業して、「病理医」という医師になりました。同時に、大学に勤務し
て、学生の講義や実習を担当する傍ら、がんと免疫細胞に注目した研究も行っています。

内 容 ：

講師紹介 ：

2-1

7月26日（日）  10:30-12:00 【医学部 保健学科】国府 浩子 先生

テーマ ： がんとともに生きる力を支えるー患者の力を引き出す生活マネジメントー

日本では２人に１人ががんに罹患するといわれ、がんは患者だけでなく家族にも大きな影響を
及ぼします。治療法や支援体制は進歩していますが、治療に伴う症状や身体機能の変化を完
全に防ぐことは困難です。そのため、患者・家族が生活を維持しながら、自らの力を活かして主
体的に療養を続けられるよう支援することが重要となります。患者が本来備えている力に着目
し、その力を強化する生活マネジメント支援についてご紹介します。

がんになった患者さんやご家族が安心して生活できるよう支援する『がん看護』を専門にして
います。特に乳がん患者さんに関する研究を続けています。大学では看護学生に成人期の患
者さんへの看護を担当し、大学院ではがん看護研究を行う学生を指導しています。また、がん
看護のスペシャリストとして活躍する看護師の育成にも取り組んでいます。

内 容 ：

講師紹介 ：

1-2

《 講義内容 7/26（日）》

関連教科・キーワード ： 保健・生物・道徳・心理・倫理

関連教科・キーワード ： 数学・物理(数理モデリング)

関連教科・キーワード ： 生物学



7月26日（日）  13:00-14:30 【工学部/情報融合学環】長名 保範 先生

テーマ ： 見えない世界を電気とコンピュータでのぞいてみる

海の水がどう流れているかとか、この世界を形作っている「物質」とはそもそも何でできているの
かとか、私たちは毎日見ているようで実はなにも見ていなかったり、知っているようで何も知らず
に過ごしています。そういったさまざまの現象を測ったり、実験をして分析するための道具を作っ
て、まだ誰も見たことのない世界をのぞいてみる研究をしている、物理と数学が苦手な研究者の
話をします。

コンピュータに興味があって大学に入り、4年生から速いコンピュータを作る研究をしていたら途
中から生命科学に興味が出てきて、細胞をまるごとシミュレーションしたい、とか、納豆はなんで
ネバネバするのか、みたいな研究をしているうちに研究者になりました。人生は有限なので知り
たいことは全部首を突っ込んで行こう、と思っています。

内 容 ：

講師紹介 ：

高大連携推進プロジェクト

7月26日（日） 14:45-16:15 【医学部 医学科】 植田 光晴 先生

テーマ ： 脳・神経の病気と治療法の進歩

脳・神経の病気になると、手足が動かせない、歩けない、会話ができない、記憶が悪くなる、食
事がのみこめないなど、普段の生活ができなくなります。病気が生じるメカニズムは様々です
ので、的確に病気を診断し、適切な治療を行うことが重要です。いくつかの代表的な病気に関
して解説するとともに、最新の医学の進歩により治療法が発展していることをお話しします。

熊本大学医学部を卒業後、脳神経内科医として多くの患者さんの診療にあたり、米国インディ
アナ大学への研究留学を経て、タンパク質が臓器にたまる難病「アミロイドーシス」の研究を続
けてきました。治療が難しいとされてきたこの病気の新しい治療薬の開発にも参加し、現在は教
授として診療・研究・若手医師の教育に力を注いでいます。

内 容 ：

講師紹介 ：

3-2

7月26日（日） 14:45-16:15 【教育学部】 坂本 将基 先生

テーマ ： 心と体のはなし

「お腹がすくとイライラする」「背筋を伸ばすと少し前向きな気分になる」―そんな経験はありませ
んか？ 私たちの心と体は密接につながっています。本講義では、簡単な演習を通して脳の働きを
体感します。さらに、体の状態によって考え方や感じ方が変わることを示した研究を紹介し、「心と
体がつくる認知の不思議」に迫ります。私たちが世界をどのように感じ、理解しているのかを一緒
に探ってみましょう。

中学生から大学生までバレーボールに打ち込み、その経験から人の体の動きに興味をもちまし
た。大学時代に人の体や脳の不思議さに魅了され、研究者の道へ。現在は、脳がどのように体
を動かしているのか、また運動が上達するときに脳で何が起きているのかを研究しています。

内 容 ：

講師紹介 ：

3-1

《 講義内容 7/26（日）》

2-2

関連教科・キーワード ： 数学、物理（高校でやるものとはだいぶ違う）

関連教科・キーワード ： 保健体育、生物

関連教科・キーワード ： 医学、生物、化学
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